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厂
e　have 　developed 　a 　sy §tem 　for　preparing　Prescriptions　and 　drug　envelopet

’
aut 〔，maticaHy 　by

cotmecthnL ，　the 　pr じ scriptioll 　ordering 　system 　 with 　a　set 　 of 　 printing　 machhnes 　 for　 prescriptions

and 　drug 　envelopes ．　The 　special 　features　of 　this　system 　 are 　as 　foll〔｝ws ： 1） to　 adopt 　 a　nneth 〔xI

of 　printing 　directly　oll　to　drug　envelopes ；2）　to　asserllble 　prescriptions 　and 　drug 　envelopes 　f‘，r

each 　individual　patient ．　As　a　 result 　of 　the 　illtroduction　 of 　this　system
，　 it　 became 　possible 　 to

rati て）nalize 　 the　 prescription　 wo 匸
・k　 and 　 to　 reduce 　 the　 staff 　 of 　the　prescription　 departmellt．

，A
　Keywords − prescription　 ordering 　 system ； drug 　 envelope ； prescription； dispensing； ratio −

nalization 　of 　dispensary

は　じ め に

　調 剤は薬剤部 の 業務 の 中で 大 きな比重を 占め る

もの で あるが，他の 業務に比 べ 機械化，自動化は

あま り行わ れ て い ない の が現状で あ る ．最近，病

†
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院総合情報 シ ス テ ム を有する 病院の 増加に 伴 い ，

い くつ か の 施設 で 処 方オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム と L1

動錠剤包装機 と の 接続
1・2 ｝

が行わ れ る よ うに な り，

調剤業務 も自動化 され る 傾 向 に あ る． 当 院 で も

1988年 よ り病院総合情報 シ ス テ ム が 導 入 さ れ，

1989年 5 月 よ り処方オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム が稼働

した ．同時に ， 端末 に 按続 され た 2 台 の フ
．
リ ン タ

ー
か ら処方箋 と薬袋貼布用 ラ ベ ル をそれ ぞれ 出力

し ， 処方箋と薬袋を作成する シ ス テ ム （薬袋 ラ ベ

ル 貼布方式） も稼働 させ ，薬袋書記業務 の 省力化

を は か っ て きた．
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図 2．　 処 方 オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム 概略 図
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　今回，調剤業務を 更に 合 理 化する 目的で 処方箋

・薬袋印字機 （薬袋に 直接印字する方式）を導入

し，処方オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム との オ ン ラ イ ン 接

続に よ り， 処方箋と薬袋を 自動的に 作成する シ ス

テ ム を開発 した ．本 シ ス テ ム の 開発は 1989年 5 月

よ り着手 し ， 1990年 4月よ り本稼働を 開始 した，

　 1．　 シ ス テ ム の 概要

　 1） 概略

　処方オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム ーLで作成 され た処方

デ ータ を もとに ，ホ ス ト コ ン ピュータ ーの 処理 に

よ り処方箋 ， 薬袋デ ータ （薬袋の 種類 とサ イ ズ も

含まれる）を作成する．こ の デ
ータ は送信用 デ

ー

タ に 変換された後，処 方箋 ・薬袋印字機 の コ ン ト

ロ
ーラ ー

へ 送信され る． コ ン ト ロ ーラ ーは 処方箋

印字機 と 3 台 の薬袋 印字機 に 対す る デ ー
タ の 割 り

振 りを行い ，印字 フ ォ
ー

マ
ッ ト の 付加 を 行 っ た

後，各印字機ヘ デ
ー

タ を送る．処方箋印字機 と薬

袋印字機 は 送信され た デ ータ を も と に 処方箋と薬

袋 の 印字を行 う．印字 の 終わ っ た処方箋 と薬袋は

患者一
人分ずつ ひ とま とめ に され ， 受け皿 に 投下

され る．また，障害時 の バ
ッ ク ア

ッ プ用 と して ，

端末に 接 続され た プ リ γ タ ーに よ る従米か ら の 処

方箋，薬袋貼布用 ラベ ル の 出力機能 も有する． こ

の シ ス テ ム は外来，入 院 の両処方箋を対象 と し，

使用す る 処方箋， 薬袋類もすべ て 外来，入院共通

で あ る． 稼働時間帯は 8 ：30〜16 ：45 （平 日），

8 ：30〜12 ：15 （土曜）で あ る，

　機器構成 お よ び接続系統を図 1 に 示 した．

　2）　処方オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム に つ い て

　 こ の シ ス テ ム は 医師 の 発生源入力に よ る オ ン ラ

イ ン 処方 オ ーダ ーシ ス テ ム で ある．医師は処方歴

等 の 蓄積され た患者情報や医薬品情報照会機能を

利用 し て処方 オ ーダー
を行 う．処方 オ

ー
ダーされ

た デ ータ は 処方デ ー
タ ベ ース （処方 DB ）に登録

され，薬剤師の指示 に よ り処力箋と して 薬剤部に

出力される． こ の 処方 DB は 処方 オ
ー

ダ リ ン グ

シ ス テ ム の 核を なす もの で あ り，医師 に よ リオ ー

ダー
された処方 内容を患者毎，日付毎 に 蓄積す る

こ とに よ っ て 1 前回処方を利用 した入 力，処丿f履

歴 の 照会，処方箋 ・薬袋出力等に 利用 され る，処

図 3．　 薬品基本マ ス タ ー

方オ
ー

ダ リ ン グ シ ス テ ム の概略を図 2 に，薬品基

4〈　
’
？ ス タ ー

の 項 目を図 3 に示 し た ，

　3）　処方箋 ・薬袋印字機 に つ い て

　処方箋 ・薬袋印字機 （図 4） は コ ン ト P　一一ラ ー

・コ ン セ ン ト レ ータ ー・処方箋印字機 ・薬袋印字

機 ・送 出 ユ ニ
ッ トに よ り構成 され る．処方箋印字

機 ， 薬袋印字機の 個 々 の 仕様を表 1 に ，使用する

処方箋，薬袋，薬袋 ラ ベ ル の 種類 と規格を表 2 に

示 した．な お ，薬袋は 横方 向か ら薬品を入 れ る横

長の 薬袋 （横長薬袋） を使用す る．

　  コ ン ト ロ
ー

ラ
ー

： コ ン ト ロ
ー

ラ
ー

の 機能は U）

ホ ス 1・コ ン ピ ュー
タ ーか らの 処方デ ータ の 受信 ，

  処方箋印字機 ，薬袋印字機 ， お よ び送出ユ ニ
ッ ト

の 制御で あ る．また， 6人分の 処方デ ー
タ を記憶

す る バ
ッ

フ ァ 機能 も有す る．

　  コ ン セ ン ト レ ータ ー ；処方箋印字機，薬袋印

字機，送出 ユ ニ
ッ トに デ

ー
タ を分配す る機能を有

す る．

　  処方箋印字機 ：イ ン パ ク ト ラ イ ン ド ッ トプi式

の 日本語 ラ イ ン プ リ ン タ
ーで ，連続用紙 の 処方箋

（2 連複写） を使用 し，自動的 に 1枚 の 処 方箋に

切断 して lllJEk：す る こ とが で きる．

　  薬袋印字機 ： イ ソ パ ク ト ラ イ ン ド
ッ

ト方式 の

A

備
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表 1． 処方箋印字機，蓁袋印字機 の 仕様

項目 処方箋印字機 薬袋印字機

印字方式 インバ外 ・ラインFッド（シャト肪 式）
ド ツ ド密度 160DPI（0．159mm！FッF）
1行 ドッ ド数 2176Fッド
印字速度 130LPM（州 K）90LPM（漢字）
文字構成 16× 11FッF（ANK） 22× 22FッF（漢字）
文字種 （1）ANK　 l28種＋英小文字32種

（2）漢字 第一水準＋非漢字32種
第二水準3384種
外字 512種

拡大文字 横2倍 、 縦横 2倍 （4倍角）
ピ ン寿命 10億FッF疋ン

イ ン クリポ ン 黒50mかトリッラ方式
イ ン タ

ー
フ ェ イ ス RS。232C

処理速度 データな し 400枚／時間（1枚 9秒）
（条件）印字行15行以下 、 連続
して デー

タが転送された場合

紙送り方式 トラクタ刀クション方式 フリクション方式

用紙巾 3，5 〜 15インチ 横10〜 381mm　　　縦70〜 297mπL

用紙の 切断時間 約 2秒

A

高園産業 （株）の 資料よ り抜粋

表 2， 処方箋，薬袋，薬袋 ラ ベ ル の 種類 と規格

種 類 規 格　 （単位旧m ）

処方箋 2連複写

215（W）× 253（L） スプ助ット

薬袋 内用 11、 130（H）× 248（W）× 46（BSM）

内用大 210（H）X297 （の × 50（BSM）

内用特大 ＊ 210（H）×373（W）×74（1馴 ）

外用小 130（H）X248（の×↓6（1酬 ）

外用大＊ 210（H）×297（W）X50 （刪 ）

薬袋ラベ ル 102（H）× 164（W）
印字可能面積 94（w）×67（H）

＊は薬袋 ラ ベ ル を貼布 して 使用するもの で 、 薬袋印字
機 に は装墳され な い。

日本語 ラ イ ン ブ リ ン ターで ， 3種類 の 薬袋 （内用

小，内用大，外用小） と 1 種類 の 薬袋 ラ ベ ル の 印

字を行 う．薬袋 と薬袋 ラベ ル は ホ ッ
パ ー （薬袋，

薬袋 ラ ベ ル を貯 えると こ ろ）に 収納され て お り，

ホ ッ
パ ーは 角底

一
？ チ 付薬袋を約 260枚また は薬袋

ラ ベ ル を約 800枚装填する こ とが で きる．ホ ッ
パ

ー
は 4段 あ り，最上 段 は薬袋 ラベ ル

， 2 段 目は 内

用小薬袋 ， 3 段 目は 外用小薬袋 ， 4段 目は内用大

薬袋が装嗔 されて い る． 3 台の 薬袋印字機は 同一

機種で あ り， ホ ッ
パ ー

に 装嗔される薬袋 の 構成 も

同
一

で ある．

　 ホ ス ト コ ン ピ ュータ ーか ら連続 して デ ータ が送

信 され た 場合， 3 台の 薬袋印字機は コ ン ト ロ
ー

ラ

ーの制御機能に よ り均等に稼働する．

　  送出 ユ ニ
ッ ト ： 送出 ユ ＝

ッ トは ス タ
ッ

ク キ ャ

リ
ー （印字済の薬袋 の 保持お よび搬送ベ ル トへ の

投下を行 う装置）， 搬送 ベ ル L 　ダ ン パ ー （処方

箋，薬袋を投下す る装置）か ら構成され る ．

　 印字済 の
一
人分 の 薬袋は搬送ベ ル ト に よ りダ ン

パ ー部 まで 運 ばれ た 後 ， 印字済 の 処方箋 と
一
組に

さ れ 投下さ れ る．

　 2． 薬袋デ
ー

タ の 編集

　 薬袋 の 編集に 必要な情報を処方 DB と検索 フ

ァ イ ル か ら抽出 し，新た に 編集用 テ ーブ ル を ホ ス

1・コ ン ビ ＝
一タ ーの 編集用 プ 卩 グ ラ ム 内 に 設 け

画
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ー
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図 5． 薬袋編集 フ ロ
ーチ ャ

ー ト
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る．こ れを もとに編集処理 を行 う．編集 フ P 一チ

ャ
ー

トを図 5 に 示 し た ．

　1）　薬袋用 の 剤形 分け

　処 方オ ーダ リ ン グ シ ス テ ム で は
一

件 の 処方内に

は 同 じ剤形 の 薬剤 しか 入力で きな い 仕組み に な っ

て い る．例えば，錠剤と水剤は 同 じ内用薬で ある

が ，同
一

件数内に 入 れ られ な い の で薬袋は 別 々 に

な る．た だ し錠剤， カ プ セ ル 剤，散剤は 同
一

剤形

と して 扱 っ て い る．

　使用 に 際 し て特別な注意を要す る薬剤や 外用薬

に は ， 薬品基本 マ ス タ
ー
上 に 予め薬袋を無条件 に

独立 さ せ る フ ラ グ （薬袋単独 フ ラ グ）を登録 し て

お ぎ，一
薬剤

・一
薬 袋 に な る よ うに して い る．ま た

医 師に よ り， 服用 に 関す る コ メ ン トが付け られ た

薬剤に つ い て も薬袋が独立 する よ うに して い る．

　2） 薬袋 の 種類分け

　薬袋の 種類 （内用 ， 外用等）は薬品基本 マ ス タ

ー
に 登録 され て い る薬種 コ

ードに よ り決 定 さ れ

る．

　3）　 1 回量の 計算

　錠剤の 場 合， 2薬剤ま で は 1 日の 錠数を 服用 回

数で 除 した 数で 表す．カ プ セ ル 剤や ヒ ート シ ール

散剤を調 剤す る場合 も錠剤 と同様に 処理 す る．た

だ し各薬剤の 1回 の服用数が異なる 場 合や，薬剤

が 3 種類 以上 の 場合は 内袋を使用 し，そ の 内袋数

を計算 し表示す る．

　散剤は 「1回 1包」 と表示する．錠 ， カ プ セ ル

剤 と組み 合わ せ に な っ た 場 合 は 内袋を使用 し， そ

の 内袋数を計算 し表示す る．

　水剤，シ ロ
ッ プ剤は 各薬剤の 1 日服用量の 合計

を服用 回 数で除 し，そ の 量を整数に 切 り上 げ て

「1 回 nml 」 と表示す る．

　4）　用法衣示 ，
コ メ ン ト表示

　医師が入力 し た 用法を患者用の 表現 に 改め て 表

錠剤系 （カプセ ル 剤、 ヒ
ー

トシ
ー

ル散剤）

　体積＝ 体積 コ ー ド× 1日投与量X 日数

散剤系 （秤量散剤）

　体積 二 体積 コ
ー

ド× 1日服用回数× 日数

外用薬
　体積 ＝ 体積 コ ード× 投与量

水剤

　体積 ＝ 体積 コ ード× 1日投与量× 日数

　　　　図 6． 薬 品 の 体積計算法

A

【処方例】

Rp 　 ミオナ
ー

ル 錠
　　　グ ラ ン ダキシ ン錠
　　　プ ロ ヘ パ ール 錠
　　　SM 散
　　　酸化マ グネ シ ウ ム

　　3 × 食後

錠
錠
錠
gg

3q
）
00QV

−
14 日分

ミオナ吶 錠
グラン歹キシン　錠
フD’vS−rv錠
SM散
酸イヒマOネシウム

積
F

体
｝

1120

り

ρ

0

A

薬袋小の体積 a1 　 253
薬袋大の 体積 a2 　 1512

体積計算
　　　 1 × 3× 14 ＝ 42
　　　 1 × 3 × 14 ＝ 42
　　　 2 × 3 × 14 ； 84
　　　 6 × 3 × 14 ＝ 252 ］・ ・ …

判定
253 ≦ S ＜ 1512 に よ り薬袋大を選択する。

　　　　　　　図 7． 薬袋サ イ ズ決定の 実例
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示す る，例えば 「3 × 食後」 は 「朝 ・昼 ・夕食後　　 て
．一

つ に す る，例 えば，同
一件数内 に r眠 気 注

30分」 とな る．また，用法等に コ メ ン トが付け ら　　 意」 を有する薬剤が 二 つ ある場 合 ， 薬袋に は 注意

れ て い る場 合は そ の 内容を表示する ，　 　 　 　　 　 事項を まとめ て
一一
つ 表示す る．また，同

一・
件数内

　各薬剤に 同
一

の 注意 コ
ー

ドがある場合は ま とめ 　　 に複数の 薬袋単独 フ ラ グ を有する薬剤が処方され

　　　　　匚 ＝ 　　　　　　　　処　 方　 箋
　 　 　 　 　 1弓1喚齶

醗 行　 　 　 　 　 　 　 　 ★ 入 院 臨 時 ★ 　 　 　 （H2 ．7．1717 ：13）

Ol

科 矧 内科第
一

病棟部署 2階東病
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　黯 齶 99999984 医甑 名 日電 英世

　 ブリが ナ　ニ チ デ ン タロ ウナ

騁 氏名 日 電 　 太 郎

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 端末晦

（内服薬）　　　 020718 朝
ミオ ナ

ー
ル 錠 50mg　　　　　　　　　 3　　　 錠

グ ラ ン ダキ シ ン 錠 50mg　 　 　 　 　　 3　 　 　 錠

プ ロ ヘ パ ール 錠 　 3 錠

S ・M 散　　　 　　 　　 　　 　　　 　 3　　 　 9
酸化マ グネ シ ウム 　　　　　　　　　　 1　　　 g
3x 食後　　　　　　　　　　　　　　　　3 日 分

　 　 　 　 　 　 　 ・　 　 　　 　 　 ● 番 号 ，姓名 等をお確 め下さ い。
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

−
　 　 　 　 　 　 　 　 卜r　

−
　 　 　 ● お 薬に つ い て の 注 意 「ま裏 面 を ご ら ん

』
トさい 。

攤 嬲鰐

韆　　　 鑼

雛　　　　 醐 、

嬲 灘 、i　 攤
懿 　 攤 ・

黷靉懸i鑼
韃 靉鑠驪驪

雛 靆
飜 戀

…鰯 　　讐 ．．飜 ・一・1「．

　　　i飜i

一
陣 科第

一
処方日

年齢

◎
　 　 　 　 　 　 　 　 　臨時 　　　　　　　　内手斗第 一

　　　　　　2階東 　　　　　1
−
　1
− 1−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆
r
　 ニチテ

1
「フ　ダO犀厂

｝
τ77
−
「 ττ

→．一．一．．
　　

一一
、

　　　　　　　　　　、L鳴 押 ∵、．＿ 塁〕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 朝 ・昼 ・夕 食 扱 30 分

　 　 　 　 　 　 　 　 　内 袋 　 4 種 　 内 袋 の 指 示 ど お り

轗
　　　　靉．　　　　　　　　

患灘 駲

眠 気 を 催 す こ と あ り 。運 転 、 高 所

　　　　　　　　　　　　　　mmtUWWWWmm

　 　 　 　 　 　 　MEDtCAL 　 COLLEGE 　 OF
　 　 　 　 　 　 　 欄撒 欄 　 　　 　 　　 　　一 一 tw

　大分医科大学 医学 部附属病院薬剤部
　 〒 S79−56 大 分県大分郡挾 聞町医大ヶ 丘 1 丁 目1番地

　 冒O購 〔49〕姐 腰   内線 3工Ol，3105時間井内塚 31昭

　 2H

　2

∵
080 　 　 m7ラ箋u1224 一

臨時

内科第
一
　　　　　 2階東 　　　1 − 1 − 】

− 1
ニチテ

“
ン　タロウナ

日 電 　　太 良区　　　　　　　　　展

　 1 日3 回　 3 日分

　朝 ・昼 ・タ食後 30 分

内袋　4 種　内袋の 指示 どお り

眠気を催す こ とあ り。 運転、高所作業等注意

1

調剤日　平成　 2 年　 7 月 17 日

処方No．0224 　　 患者Na　 99999984

図 8．　 処 方箋，薬 袋お よび 薬 袋 ラ ベ ル （薬 袋 ラ ベ ル 貼 布 方 式 ）
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た 場 合，用 法をそれ ぞれ の 薬袋に表示す る．例え

ば，同
一

件数内 に 点眼薬が 2 種類処方 さ れ た 場

合 ， 薬袋は 2 枚に分か れ ， それぞれ の 薬袋に 同
一

の 用法が振 り分げ ら れ る．

　5）　薬袋サ イ ズ の 決定

　最初に 体積 コ ードを もとに個 7t の 薬剤 の 体積を

求め ，それ らを合計 して
一．・

薬袋内に 入 る薬剤 の 体

積を求め る ．体積 コ ードは 薬剤 1 個 （包） の 体積

を表す コ
ー ドで 薬品基本 マ ス タ

ー
に 登録 され て い

る ．次に 予 め編集用プ ロ グ ラ ム 内 に 設定され て い

る薬袋 の 体積 との 比較を行い ，適合す る薬袋を選

択す る．個 々 の 薬剤 の 体積を求め る 計算式を図 6

に，薬袋 サ イ ズ の 決定 の 実例を図 7 に 示 した ．

　内用薬に つ い て説明す ると，内用小薬袋 の 体積

a1 と内用大薬袋 の 体積 a2 をそれぞれ設定 して

お き，こ れ ら a1 ，　 a2 と
一

薬袋 に 入 る薬剤の 体

積 S との 大小比較を行 うこ とに よ り適合する薬袋

を決定す る，

　す な わ ち ，

　 S ＜ a1 の 場 合 は 小薬袋，

　 a1 ≦ S＜ a2 の 場合 は大薬袋 ，

　 a2 ≦ S の 場 合は特大薬袋 （薬袋 ラ ベ ル ）

を選択す る．

　
一

薬袋に 入 る薬剤の 体積は それぞれ の 薬剤 の 体

積 の 和 に な る が，散剤は 混和 した後
一

包化 され る

の で散剤全部を 1 剤と して 計算す る．な お 体積 コ

一ドに 99を登録す る と，強制的に薬袋 ラベ ル を選

択する．

　3．　 シ ス テ ム の 運用

　1）　処方箋 ， 薬袋 の 印字

　本 シ ス テ ム で 作成 した 処方箋 と薬袋お よ び従来

の 薬袋 ラ ベ ル 貼布方式で作成 した薬袋 ラ ベ ル の 印

字見本を図 8 に 示 した ，処方箋 の 形態は薬袋 ラ ベ

ル 貼 布方式 と同
・．・

で ある．薬袋に 印字され る患者

名，用法，用量，注意事項は薬袋 ラ ベ ル 貼布方式

に 比 べ 2 倍 の 拡大文字を 使用 して い る．

　2） 処理能力

　処 理能力を薬袋 ラ ベ ル 貼布方式と比較す る 目的

で
， 処方箋50枚 （薬袋総数 148枚）を対象 と し て

薬袋 1 枚当た りの 処理時間を測定 し た ．測定結果

を表 3に 示 した．処方箋 ・薬袋印字機 の 薬袋 1枚

当た りの 処理 時閥 は 6．8秒で あり，薬袋 ラ ベ ル 貼

布方式 は 8．8 秒 で あ っ た ．ま た 薬袋ラ ベ ル 貼布方

式に お け る薬袋作成 ミ ス の 出現率は 0．87％で あ っ

た ．薬袋作成 ミ ス は薬袋の サ イ ズ や種類 （内用 と

外用） の 選択 ミ ス に よ る もの で あっ た ．

　3）　障害 の 発生率

　1990年 5 月 7 〜 9 日 の 障害発生件数 とそ の 障害

内容 を 調査 し た ．結果を表 4 に 示 した．総薬袋に

対する障害発生率は 0．32％ で あ り，その 内容は キ

ッ ク ミ ス （ホ
ッ

パ ー内の薬袋を引 き出す時に起 こ

る ミ ス ） と ベ ル ト ・ダ ン パ ー部 の 搬送，投下 ミ ス

．− h

　　　　　　　　　 表 3． 薬 袋 1枚 当 た りの 処 理 時間

処方箋 50 枚 、 薬袋総数 148 枚に つ い て 測定した 。

【処方箋 ・薬袋印字機】 【薬袋ラ ベ ル 貼布方式】 ＊は熟練者

A

時間　（秒） 被験者 時間 （秒）

1 回目

2 回目
3 回目

100110011002

1枚当た り　6．8 秒／枚

OY＊

MKTYYN

：

TM＊
AS

117714481435111112701410

平均
標準偏差

1308．5131
．4

1枚当た り　　8，8 秒／枚
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表 4．　 1；1郭害発生璋｛　（1990．5，7〜9）

処方箋総枚数 2229

外来　　 　 1364
定時　　　 　164
臨時　　　 　701

薬袋総枚数 7385

障害総件数 24

キックミス　　　　 18
勺レト、歹ンバ

ー
　　　　　　6

障害発生率 0．32％

で あっ た ．

　4） 患者へ の ア ン ケ
ー

ト調査

　薬袋に 関す る患者 の 意見を把握す る た め に ア ン

ケ
ート調査を 実施 した．対象は時間中 に 来院 した

外来患者 （3，256 人） で ，調査期 間 は 1990年 4月23

〜27日で ある ．調査は   薬袋印字文字の 大きさに

つ い て ，  薬袋 の 向 き （横長薬袋の 使用）に つ い

て 行 っ た．回答者は 1，　022 人 で 同答率は 31．4％ で

あ っ た ，調査結果を 図 9 と図10に 示 した ．

　4． 運 用評価

　薬袋処理 能力は 6．8秒／枚で あ り従来の 薬袋 ラ

ベ ル 貼 布方式 （8．8 秒／枚）に 比 べ 高 く，更 に 薬

袋 ラ ベ ル 貼布方式に み られ る薬袋選択 ミ ス も な

く，障害発生率 も0．32％ とf氏か っ た こ と｝こ よ り，

本 シ ス テ ム は ト分実用に 耐え うる と判断 した．問

題点と し て は ， 内用薬袋小の使用量：が多 い こ とに

よ り，薬袋 の 装 填回数が 1 台 の 薬袋印字機当た り

1 日 2 〜 3 回に な る こ とがあげ られ る．

　本 シ ス テ ム を稼働さ せ る こ と に よ り処方箋受付

と薬袋書記 の 自動化が実現 し，そ の 結采，薬剤師

1 名分の 業務量が省力化 され る に 至 っ た．こ の 1

名は 現在 DI 室 に 配属さ れ ，病棟活動 （200点業

務 の 準 備） を中心 に 業務 を行 っ て い る，

　薬袋 の 文字 の 大きさ に 関し て は ， 各年代 と も，

「以前に 比べ て 見やす くな っ た 」 が半数以上を 占

め た ，年齢層が下が るに つ れ て 「文字の 変化 に 気

づ か な か っ た」 とい う回 答が増え て い る
一・方，高

年齢層で は 「見や す くな っ た 」 とい う意 見 が 多

く，文字 の 変化 に 敏感に 反応 し て い る こ と がわ か

っ た ．

　薬袋 の 向きに 関 して は，年齢が llが るに つ れ て

1横 長は よくな い 」 とい う意見が増加す る傾向に

あ っ た が，全体 と して み れば昔か らの 「薬袋は縦

長 」 と い う こ だわ りは な い よ うで あ る．

質問　薬袋 の 文字 は以前 に 比 べ て 見やす くな りました か

广

20歳未満

20− 29歳

30− 39歳

40〜49歳

50〜59歳

60〜69歳

70歳以上

0 20 40 60 80 100％

，呷．卩卩 ，，．．．♂卜  、
■．．唖．，・． 畠

　　　 見やす い 　　　気づ か な か っ た　　　　　 無回答

　　　　　　 見 や す くな い 　　　 以 前を知 らな い

図 9・　 ア ン ケー ト結果  　薬袋 の 文字 の 大 きさに つ い て
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質問 ：薬袋の 向 きは 横長で よ い で すか ．　 （説 明 図 入 り）

20歳 未満

20− 29歳

30− 39歳

40− 49歳

50〜59歳

60〜69歳

70歳以 ヒ

0 20 40 60 80 100％

」
｝：・li．：1：．・層」”：．．ト．・’♂’’1血「”：：、：’．：≡’・・鰰 i召』　・

評
即 ：h：攀1難i：耄：：；き ：、難 ：5二：藍：

．iii；i．きiミ：：繦 ：：
宗i：採i：藁蔚・ξ：辮濺 　蒹i

．：i：三：．・．≧．蜘 毳．．．．＿．

’』i；ミ’．i．き：i
』．∈：三
』・・ト』…；：’．’；：115・照 ：ii．i鐵鰲

召：ii蚕ii』i：i．琳 ：：』至：
：”
iミ
L：1：ヒ：「i「：：：

嫩 ヒ・蠏 ’
鮴 帯齷驚 ，七

 ．：｛：………’ミ…i．：1．』現：
」
：

竃i．叢 痛 ト：・二：：：．≧：毛鱒
1：i：：　蕁

：i∫ξ｝iiii羃：i・．掘 ii；i：：i蘇：ii；i．i舜i’
飜 圭嬲 iξ総 i囃 霹：： ．r

：；購
・事：鞦 ’

靴 写糞：蝋 写轍 ・二：・．
’・i觀：i鬻iii；≡ii総ii辮i・ii；iiii．i葦i≒．・iii；：i．i觀 ：”　【i：ii・iニヒ「．．：≧：：i1≧：三・’：

・・蠏 ：
綴

蝋
懸斈鍛iξi纏：iii：ii葦：，i：1：i：．鞦 瓢 羅 i莠i：i：羞ii聡 iξ：；靄 i嵩i：i謹講 蕣：i毬纖 ：

：楙 ：：灘 3：脳 ．・’≒≒：：・：：：：ゴ：：5’：：：：・≧：醇：：：：
凾，■幽■ ：：ヒ ：：．三：：：：：楙 i・』ミi：i：．i：．．．．．．，．・：．：i：：7ヒi簿：旛 ：

：．：iiii｝i三i
’”：1

．燬 ．：：≧ま蜘 鞘 ：苓：
：燃 ミ・．・ゴ．：・’　　　．　■o　■■　■■　，　　，，　．■　．o　，　． ．．：：ζ：・：』：・を：ii：：‘i．’；： ・・．．5：；：　 　　　 ．．・、ト・．

扁L

i鬟ii攤篷韈il……
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　　　　　 　　　　　　　　　 ど ち らで もよい

　　　　　　　　 横長はよ くない 　　　　　　　無回答

図 10・　 ア ン ケ ー 1・結果  　薬袋の 向き （横長薬袋）に つ い て

お わ　り　に

　今回構築 した シ ス テ ム に よ り処方箋受付 と薬袋

書記 の 自動化が 可能に な り，調剤業務の効率化を

は か る こ と が で きた ．ま た 薬袋印字文 字を拡大 し

た こ とに よ り，用法，用量，注意事項を よ り的確

に 患者 に 伝達で き る よ うに な っ た ，こ れ か らも本

シ ス テ ム の 改良を は か り，更 に 処理能力を高 め る

こ とに よ り，患 者サ
ービ ス の 向上 に寄与 した い と

考え て い る．
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